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まとめ

（１）港湾インフラの充実が地域の国際競争力を強化

☞ 港湾インフラ整備の度合いに応じ，・・輸送コスト低減・・・
を通じてその国の経済活動が促進される

（２）コンテナ貨物の集約が輸送コスト低減に貢献

☞ コンテナ貨物の集約 ⇒ 輸送コストは低減傾向

☞ ローカル貨物中心の輸出入構造 ⇒ 高止まり傾向

☞ トランシップの取扱い ⇒ 競争を促進（輸送コスト低減）
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コンテナ基幹航路近傍におけるトランシップ貨物争奪競争
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内陸水運

EU域内の背後圏交通ネットワーク
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出所）Logistics Centers in Holland, Edgar Kasteel, HIDC
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近海海運

EU域内の背後圏交通ネットワーク
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出所）Logistics Centers in Holland, Edgar Kasteel, HIDC
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（回転の早い（24時間）商品のロジスティクス・センター）

☞ RDC (Regional Distribution Center)は一日配送圏

ごとに立地

（回転の遅い（3～7日）商品のロジスティクス・センター）

☞ EDC (European Distribution Center)は３日配送圏，

７日配送圏ごとに立地

☞ヨーロッパ内に１～３箇所（ﾄﾞｲﾂ，ｵﾗﾝﾀﾞ，ﾍﾞﾙｷﾞｰ等）
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EU域内におけるロジスティクス機能の立地動向
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付加価値物流施設の例（３～７日配送圏：EDC）

17出所）2005年3月21日 古市正彦 撮影

プリンター，コピー機等： 欧州配送拠点

３～７日間で： 欧州内の販売店に配送

ヨーロッパ中で１～２箇所
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出所）2005年3月21日 古市正彦撮影

付加価値物流施設の例（一日配送圏：RDC）

多品種のタイヤ： 国内配送拠点

毎日翌朝までに： 国内販売店に配送

ヨーロッパ中に地域毎の配送拠点あり

出所）2005年3月17日 古市正彦 撮影 18
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ロッテルダム港のディストリパークの動き

Distripark Maasvlakte（マースブラクテ）

出所） Logistics Centers in Holland, Edgar Kasteel, HIDCを古市が加筆修正した．
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出所）http://www.locateinlimburg.com/
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内陸Genk港周辺のロジスティクス・パーク
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まとめ

（１） 過熱するトランシップ貨物争奪競争

☞ ロッテルダム港ですらコンテナ貨物を奪われる時代

☞ サービス水準の維持・改善 ⇒ 不断の努力必要

（２）移ろい易いトランシップ貨物の引留め策

☞ 載せ替え ⇒ 付加価値物流（Value-Added Logistics）

☞ 商品の回転の速さに応じて ⇒ 複数モード使い分け

☞ 複数モード（道路，鉄道，水運）利用可能 ⇒ 強い利点
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まとめ

（１）当面の競争相手の動向

☞ 日中両国へフィーダー航路充実

☞ トランシップに付加価値物流の組合せ

☞ 港湾直背後に安価なロジスティクス用地提供

（２）日本でのトランシップ集約と港湾ロジスティクス

☞ 十分な需要規模（例えば100万TEU以上）

☞ フィーダー航路（近海＋国内）の充実

☞ 港湾直背後に安価なロジスティクス用地提供（不可欠）
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今後の取りまとめの方向

１．地域間競争力確保に向けた国際海上コンテナ輸送網の展開
（第16回研究報告会（2004年11月））

２．地域間競争力確保と港湾ロジスティクスの展開
（第17回研究報告会（2005年5月））

今後，全体をレポートに取りまとめる予定

（１）地域間競争力確保と国際海上コンテナ輸送網の展開
（国土交通（2005年1月号））

（２）Evolving Short-Sea Container Networks in the East Asian Region
（東アジア交通学会（2005年9月）予定）
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